
　明治安田の現況2024【統合報告書】は、保険業法第111条に
基づいて作成したディスクロージャー誌です。作成にあたっては、IFRS
財団が推奨する「国際統合報告フレームワーク」および、経済産業省
発行の「価値協創のための統合的開示・対話ガイダンス」（価値協創
ガイダンス）を参考とし、制作の責任部署である広報部と多くの関連
部署等が協力・連携して誠実に作成にあたっております。本誌等を
通じ、今後も積極的な情報開示の充実に努めてまい
ります。
　なお、本誌は保険募集を目的としたものではあり
ません。お電話によるご照会は、コミュニケーション
センターまで、ご連絡ください。

●制作方針・体制

「明治安田の現況2024【統合報告書】」の発行にあたって
　「明治安田の現況2024【統合報告書】」をご覧いただき、ありがとうございます。
今年度は、2020年に策定した10年計画「MY Mutual Way 2030」でめざす姿、「『ひとに健康を、まちに元気を。』もっとも

身近なリーディング生保へ」の実現に向けた取組みを、より多くのステークホルダーの皆様にご理解いただけるよう、構成を見直し、
内容を充実いたしました。
　私は、統合報告書の制作責任部署の担当役員として、本誌の制作プロセスが正当であり、記載内容が正確であることを、ここに
表明いたします。 本報告書が、ステークホルダーの皆様に当社の中長期的な成長や企業価値向上に対するご理解をより一層
深めていただくための一助となりますことを期待するとともに、今後も情報開示のさらなる充実に努め、ステークホルダーの皆様と
の対話を深めていきたいと考えております。引き続きご支援の程、よろしくお願いいたします。

取締役　代表執行役副社長　中村　篤志

ディスクロージャー関連資料
　1979年に、生命保険業界ではじめてのディスクロージャー
資料を作成し、以後、法定ディスクロージャー資料「明治安田の
現況【統合報告書】」をはじめ、さまざまな機会を通じて、経営
状況について開示を進めています。
　また、経営活動や健全性・業績などをわかりやすく紹介した
小冊子「明治安田インフォメーション」や「団体年金保険に関する
ご報告」「Annual Report」等、目的に応じたディスクロー
ジャー関連資料も作成しています。 「価値創造」報告書

2024
― 明治安田が
つくりだす価値ー

明治安田
インフォメーション

団体年金保険に関する
ご報告

情報開示に関する方針

1. 自主的な情報の開示

当社は、お客さま・社会からのいっそうの
信頼を得るため、経営および財務等に関す
る情報を自主的に開示いたします。

2. 適切・公平な開示

当社は、お客さま・社会に対して、適切・公
平に情報を開示いたします。

3. 社内態勢の整備

当社は、情報を遅滞なく継続的に開示する
ため、社内態勢の整備・充実を図ります。

ホームページによる情報提供
　商品・サービス、各種お手続きの方法、会社情報などをホー
ムページを活用して積極的に提供しています。また、統合報告
書や決算情報も公開しています。

明治安田公式SNS

公式SNSはブランドサイトから
明治安田ホームページ

https://www.meijiyasuda.co.jp/
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